
  

 

 

 

 

 

【速報】中東：各地での緊張の高まりと赤十字の動きについて  

２月 28 日以降、中東各地で緊張が一段と高まっています。こうした状況を受け、各

地の赤十字社・赤新月社は、人びとのいのちと尊厳を守るため、現地での人道支援態勢

を強化しています。 

 

■イラン赤新月社の活動 

イラン赤新月社は、約 400 万人のボランティアと 10 万人の緊急対応要員からなる全

国的なネットワークを活用し、医療・緊急対応をはじめとする支援活動を行っています。

現在、各地で支援チームが待機し、けが人の治療や物資の支援にあたっています。特に、

南部のミナブ（ホルモズガーン州）で学校が攻撃を受けたことを受け、対応チームが派

遣されました。現地では、救急医療、物資配付、捜索・救助活動などが行われています。 

 

■イスラエル・ダビデの赤盾社の活動 

イスラエルの赤十字社にあたるイスラエル・ダビデの赤盾社は、イスラエル国内での

救急活動を担っています。各地からの要請に応じて、救急車・救急救命士が現場に出動。

2 月 28 日からこれまでに、計 121 人の負傷者を病院へ搬送しました。イスラエル・ダ

ビデの赤盾社は引き続き厳戒態勢を維持し、救急車、集中治療対応車両、救急バイクな

どを各地に配備し、対応にあたっています。 
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■赤十字国際委員会（ICRC）総裁が緊急声明を発出 

中東での軍事的な緊張の高まりを受け、ICRC総裁のミリアナ・スポリアリッチは、中

東地域全体で危険な連鎖反応が広がり、このままでは人道支援が追い付かないとの強い

懸念を示しています。 

総裁は、国際人道法、とりわけジュネーブ諸条約は厳格に守られるべきであり、病院

や学校、住宅などの民間施設は攻撃から確実に保護されなければならないと指摘してい

ます。 

 

 

 

今回のイランやイスラエルでの事態を受け、国際赤十字は、人びとのいのちと尊厳を

守るために現地での対応を続けています。こうした活動を支えるため、皆さまからのご

支援もまた大きな力となります。 

 

 

 

 

 

 

 

「中東人道危機救援金」へのご寄付はこちら 

車に乗っている人たち

中程度の精度で自動的に生成された説明

メールマガジン『赤十字国際ニュース』 

 赤十字が世界中で行っている人道支援活動の最前線と、 

それをとりまく最新ニュースをメールでお届けします。 

 メールマガジンへの登録は、左の画像をクリックして 

いただくか、二次元コードを読み込んでいただいた先の登録 

フォームからお願いいたします。 

https://jp.icrc.org/publication/#ihl:~:text=%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E4%BA%BA%E9%81%93%E6%B3%95-,%E4%BA%BA%E9%81%93%E6%B3%95%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6,-%E6%98%A0%E5%83%8F
https://www.jrc.or.jp/contribute/help/cat751/
https://ek21.asp.cuenote.jp/mypage/regist/TbRbbRRgT33TRbYgn&linksource=pdf

